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結果、赤血球増多を伴う CαDにおける血小板活性の指標となる血小板由来マイクロ  
パーティクルの産生先進が明らかとなった。また、CCHDにおいても健常小児と同じよ  
うに線溶系蛋白に午前中高値となる日内変動を認めたが、CCHDでは健常小児と比較し  
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研究成果による工業所有権の出願・取得状況   
「研究成果」  
チアノーゼ性先天性心疾患における線溶系指標の変動   
【研究目的】近年、治療法の進歩に伴い、ほとんどの先天性心臓病のみならず、様々  
の小児期心臓病が救命可能となった。しかし、チアノーゼ性先天性心疾患（cyanotic  














たガイドラインはない。   




若年の心筋梗塞の再発予知に有用であるとの報告や、VaSOSpaStic anginaやvariant  
anginaの患者で早朝のPAト1が高値であるとの報告があり、日内変動による早朝の  





plasminogen activator（t－PA）抗原の血祭レベルと赤血球増加の程度や低酸素レベル等  
との関係について検討した。また、PAト1の日内変動をコントロール群と比較した。   
【研究計画・方法】  




















それ以外にはWelch，s t－teStやMann－Whitney testを用いた。日内変動の検討には、  
正規性の仮定できる項目には対応のある t検定を用い、それ以外にはWilcoxon，s  















r＝．509，p＝0．003，Hct‥r＝．499，p＝．004）と正の相関を呈した。   






mRNA発現畳を評価するような研究が望まれる。   
